
 

 

新年も早や松の内が過ぎ鏡開きを迎えました。本年もよろしくお願いします。 
さて、現在の社会情勢を見ると、格差と貧困の拡大、戦争による無辜の民の大量殺戮や核兵器使用

の脅迫、地球上のすべての生命を脅かす気候変動、大規模な自然災害の頻発など希望を塞ぐような

事態が覆っています。大企業や富裕層は、この状況さえも儲けの種とし、わが国を含む世界の大国

では大企業・富裕層の利権にしがみつく政治勢力が覇権を振るっています。 

しかし、労働者がストライキで要求を前進させ、青年・学生が戦争反対や気候危機打開、ジェンダ

ー平等・性の多様性などを訴え、小国が多数の力で国際社会での発言力を増し、日本被団協がノー

ベル平和賞を受賞するなど、現状を変えようと立ち上る人々の行動は確実に前進しています。 

労働組合は労働者の圧倒的数と団結の力で現状をより良く変えることを目的とする大衆団体です。

今年もこの原点に立って旺盛に運動をすすめ必ず大きな成果に結び付けましょう。 
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川崎労連は 1月 10日に川崎市中原区内の川崎市総合

自治会館に於いて 2025年新春旗びらきを開催し来賓を

含む 60名余が集いました。神奈川県南支部の参加者は

金崎（書記長：川崎労連幹事）と合同分会の益山さん､

和泉さん、河野さん、根井さんの５名でした。 

新春旗びらきは主催者を代表して川崎労連の児島議長

（上段の写真）が挨拶をされたあと来賓の神奈川労連､

かながわ労働センター川崎支所、川崎合同法律事務所､

川崎公害患者と家族の会、日本共産党川崎市議会議員

による祝辞と連帯・激励の挨拶がありました。 

乾杯のあとの和気あいあいとした歓談が交わされる

なかで旗びらき恒例の出し物としては漫談が披露され

会場の雰囲気を大いに盛り上げました。 

そのあと川崎労連に加盟する組織のアピールがあり、

神奈川県南支部からは金崎（中段の写真）

が登壇し組織の紹介をはじめ 2025年の取り

組みとして国土交通省・運輸局への要請や

2025春闘に向けた方針・決意などについて

発言しました。右の写真は旗びらきに参加

した神奈川県南支部の５名の仲間です。 

※本号ニュースの記事と写真を提供して頂

いたのは金崎書記長でした。 
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川崎労連２０２５年新春旗びらき開催

神奈川県南支部からは５名が参加！ 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。 

神奈川県南支部は、大震災と豪雨災害からの復旧・復興が遅れている能登半島の現状に鑑みて建交労

中央本部が１年前に呼びかけた以下のカンパ活動を今年も継続しますのでご協力をお願いします。 


